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要旨
わが国におけるT. tonsurans感染症が流行してから10年以上が経過する。しかし、
競技現場における発症例はいまだに多く 、無症候キャリアもさらに拡大している可
能性がある。本感染症の罹患状況については、競技団体組織下の全登録選手を対象に
実施し、罹患状況について報告された例は少ない。
本研究では2013年度に学生柔道連盟に登録する大学生柔道選手を対象にした同感染
症の罹患状況の把握および体部白癬の有無を調査し、今後の課題について検討した。
　　
2013年度東京学生柔道連盟に競技登録した全大学柔道選手を対象に、4月中旬に各
大学において練習前に丸形ブラシで頭部を15〜20回程度強く擦り、ブラシ検査を行い、
判定した。陽性者は最寄りの医療機関で受診し、3ヶ月後に再ブラシ検査をおこなっ
た。
大学柔道選手のT. tonsurans感染症の罹患率は陽性者の過半数を1年生が占める結
果となり、柔道連盟内での啓発活動の積極的な展開が望まれる。今後、1年生の高い
罹患率は、高校柔道選手の感染率の高さを示唆しており、無症候キャリアの陽性者に
対する、各世代における組織全体を網羅した定期的なブラシ培養検査の実施や啓発活
動の在り方を検討する必要がある。
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【緒言】
わが国におけるT. tonsurans感染症が流行してから10年以上が経過する。しかし、
競技現場における発症例はいまだに多く 、無症候キャリアもさらに拡大している可
能性１）２）がある。罹患した場合については、柔道の大会内容によっては出場できな
い試合もあることから、感染の予防と早期治療が不可欠となってくる。発症した場合、
真菌により、体表にできる体部白癬と頭部にできる頭部白癬に分けられる。本感染症
の罹患状況については、競技団体組織下の全登録選手を対象に実施し、2013年度の罹
患状況と今後の課題について検討した。
【研究方法】
対象：2013年度某地区学生柔道連盟に競技登録したうち男子は一部登録校および
全国大会出場常連校および女子柔道強豪大学柔道選手（約20大学チーム・1064人）男性
898人、女性166人とした。
毎年度4月中旬に各大学において練習前に丸形ブラシで頭部を15〜20回程度強く擦
り、ブラシをポリ袋にいれて検査機関へ。培養はマイコセル寒天培地（平板）25℃で14
日間培養後、判定した。陽性者は最寄りの医療機関で受診し、3ヶ月後に再ブラシ検
査をおこなった。
治療：ブラシ陽性者にはガイドライン3）に沿った治療と予防を啓発した。3集落以
上の陽性者にはイトリゾールもしくはラミシールの内服を提示し、2集落以下の陽性
者にはミコナゾール含有シャンプーのみの使用も選択出来るようにした。
【結果および考察】
1） 2013年度の検査結果において、陽性者は全体の6.0％であった。男女別の割合では、
男性が6.9％、女性が1.2％であった。（表1）→全国大会常連の強豪校を被検者とし
ているため、大学柔道の練習およびトレーニング強度が高い組織であるほど、感
染しやすい傾向が考えられる。
2） 学年別の結果においては、1年生が67.2％、2年生が17.2％とする下級生による陽性
者が多数を占めた。（表2）→陽性者である高校生の入学者の流入が考えられる。
3） 陽性者の学年別の比率を見ると1年生の6〜7人に1人が陽性者となっていることが
わかる。（表3）→強豪高校出身者が多いため、練習およびトレーニング強度が高い
ことが関係している可能性がある。
4） 陽性者のコロニー数は51－126集落の確認者数が全体の約3割となっており、陽性
者の重症例の多さが示唆された。（図1）→症状に気づかない無症候キャリアの陽性
者の増加が懸念される。
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【まとめ】
T. tonsurans感染症の罹患率について、全国強豪校および常連校の男子では、陽性
者の全体割合は6％の陽性率となっており、学年別の陽性者全体の割合は陽性者のう
ち70％近くが1年生となっている。また、陽性者の学年別の比率を見ると1年生の6〜7
人に1人が陽性者となっていることで、運動強度の高い練習やトレーニングが陽性に
つながりやすい因果関係を調査することも研究課題として考えられる。
今後、症状に気づくことのない無症候キャリアの増加を考えた、各世代における組
織全体を網羅した定期的なブラシ培養検査の実施や啓発活動の在り方を検討する必要
がある。本感染症については、若年層からの所属教員やコーチが厳重に指導しなけれ
ば撲滅出来ないと考える。　　　　　　　　　
≪ 参考文献 ≫
1. Yumi Shiraki，et al.：A nationwide survey of Trichophyton tonsurans infection 
among combat  sport club members in Japan using  a questionnaire form and 
hairbrush method. J Am Acad Dermatol 54 (4)：622-626, 2006.
2. 菅波盛雄，廣瀬伸良，白木祐美，池田志斈，比留間政太郎：全国中学校柔道大参
加者におけるTrichophyton tonsurans感染症の調査.日本医真菌学会雑誌，第47 巻
第4号，319-324，2006
3. 比留間政太郎，白木祐美，廣瀬伸良：柔道選手の皮膚真菌症 ブラシ検査･治療・ 
予防のガイドライン．トンズランス感染症研究会，東京，2012.
4. 比留間政太郎：Trichophyton tonsurans感染症の現状とその対策，日本皮膚科学
会雑誌，第115卷，13号，1900-1902，2005．
5. 廣瀬伸良，白木祐美，比留間政太郎，小川秀興：某スポーツ系大学運動部学生に
おけるTrichophyton tonsurans感染症の調査，日本医真菌学会雑誌，第46 巻２号，
119-123，2005
6. Nobuyoshi Hirose, et al.：Screening examination and treatment of Trichophyton 
tonsurans infection in judo athletes affiliated with the University Judo Federation 
of  Tokyo. Mycoses EarlyView,：October（2009）
94
國士舘大學　武德紀要　第 30 号
表1. 2013年大学柔道選手における性別陽性者（人）と陽性率（％）
陽性 陽性者数（人） 陽性率（％）
総数 64 6.0
男子 62 6.9
女子 2 1.2
表2. 2013年大学柔道選手における学年別陽性者（人）と陽性率（％）陽性者全体比
学年 陽性者数（人） 陽性率（％）
4年生 4 6.2
3年生 6 9.4
2年生 11 17.2
1年生 43 67.2
表3. 2013年大学柔道選手における学年別陽性者（人）と陽性率（％）学年比
学年 陽性者数（人） 陽性率（％）
4年生 4 1.8
3年生 6 2.3
2年生 11 3.7
1年生 43 15.4
図1. 陽性者のコロニー数（人）
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